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がん登録の種類

全国がん登録

その地域での罹患の把握

院内がん登録

施設のがん診療の状況把握

地域がん登録への情報基盤

臓器がん登録

診断や治療のガイドライン作成

1

医療機関が実施

学会・研究会が実施

都道府県 →

国及び都道府県による利用及び提供の用に供するため、この法律の定めるところにより、
国が国内におけるがんの罹患、診療、転帰等に関する情報をデータベースに記録し、及び保存することをいう

がん医療の提供を行う病院において、そのがん医療の状況を適確に把握するため、
当該病院において診療が行われたがんの罹患、診療、転帰等に関する詳細な情報を記録し、
及び保存することをいう

2013全国集計

MCIJ2011
全国がん罹患モニタリング集計

国が主体
都道府県に協力を求める



拠点病院等
全国集計

研究者

国民

都道府県
データベース

（任意）

全国がん登録データベース全国がん登録データベース

分析/活用
 都道府県別
 ブロック別
 全国
 その他

他県からのデータも含めて

名寄せデータを作成
都道府県は作成データのうち、
①自県施設からのデータ
②自県居住者のデータ を利用

国（NCC）

都道府県

全国がん登録データベース（院内がん登録も記載）

全ての病院 一部の診療所（手上げ→都道府県が指定）

全国がん登録

登録データと突合
・居住県単位
・ブロック単位
・全国に拡大して

全・死亡情報
（死亡者情報票）

分析/活用 他
 施設へ還元

過去の

地域がん
登録情報

市区町村

新発見症例照会作業
その他の補完作業

作業結果を
全国DBに反映

分析/活用
→医療の質の向上

自院例の
生存確認
情報照会

全国DBから
県利用情報を
参照・利用できる

2

死亡診断書での
発見症例を照会

共通項目
のみを
提供

院内がん登録
県内の全病院（等）から

他県居住者も含む
全診断例を提供

県内施設からの
名寄せデータ

Op：法制化以前のデータとの
照合も行うことは可能


